
【総括】

決算の調製及び公金の審査支払・収納事務等を法令に則り、迅速かつ適正に処理するとともに、

各課と連携し、正確な収支状況を把握することにより、公金の安全かつ効率的な管理・運用に引き続

き努めました。

（単位：千円）

～

千円

　嘱託職員1名に要する経費を支出しました。

○ 主な経費

　賃金　　　2,150千円

千円

　出納整理期間における出納事務を円滑に進めるために、時間外勤務手当を支出しました。

○ 主な経費

　時間外勤務手当　　　357千円

（単位：千円）

420443 420

予算現額 決算額
財　　源　　内　　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 繰入金 その他 一般財源

（項） 1 総務管理費

（目） 4 会計管理費

まちづくりの目標 5-2【行政経営】効率的で心のこもった行政経営を進めよう (前年度決算額) 224 千円

（款） 2 総務費

職員時間外手当

予算現額 357 千円

決算額 357

翌年度繰越額 0 千円

繰入金

会 計 課

（款） 2 総務費

（項） 1 総務管理費

2,856

（目） 1 一般管理費

予算現額 決算額
財　　源　　内　　訳

国庫支出金 県支出金 地方債

事項別明細書　P

その他 一般財源

2,880 2,862 6

決算額 2,505

翌年度繰越額 0 千円

事業
区分 1 総務給与等管理費 2,862 千円

まちづくりの目標 5-2【行政経営】効率的で心のこもった行政経営を進めよう (前年度決算額) 2,439 千円

50

給与等管理業務

予算現額 2,523 千円
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～

千円

　公正かつ効率的な会計事務の遂行に努めるとともに、研修会に参加することにより、職員の会

計実務能力の向上に努めました。

○主な経費

・公金総合保険保険料　 44千円

・プリンタ電卓購入費 16千円

・三重県都市会計管理者協議会市負担金  5千円

・研修参加負担金 69千円

（単位：千円）

～

千円

　安全かつ効率的に基金の運用を図り、各基金に積み立てを行いました。

　今年度の積立額は、基金残高の減少に加え、マイナス金利の導入により、金利水準が全般的に

低下しているため、前年度に比べ379千円の減額となりました。

○運用収入基金積立額

（単位:円）

庁舎等改修 96,413

観光振興 58,839

合　　　計 820,434

職員退職手当 135,455

奨学 167

福祉 348

財政調整 274,126

減債 74,576

ふるさと創生 180,510

まちづくりの目標 5-2【行政経営】効率的で心のこもった行政経営を進めよう (前年度決算額) 1,199 千円

基　金　名 積　立　額

積立金（基金）

予算現額 1,447 千円

決算額 820

翌年度繰越額 0 千円

820 0

事業
区分 3 基金積立金 820 千円 事項別明細書　P 56

1,447 820

予算現額 決算額
財　　源　　内　　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 繰入金 その他 一般財源

（項） 1 総務管理費

（目） 5 財産管理費

まちづくりの目標 5-2【行政経営】効率的で心のこもった行政経営を進めよう (前年度決算額) 365 千円

（款） 2 総務費

会計一般管理経費

予算現額 443 千円

決算額 420

翌年度繰越額 0 千円

事業
区分 1 会計事務経費 420 千円 事項別明細書　P 54

－　95　－



（単位：千円）

～

千円

　一時借入を行わなかったため、予算執行はありません。

～

千円

　基金繰替運用を行わなかったため、予算執行はありません。

千円

まちづくりの目標 5-2【行政経営】効率的で心のこもった行政経営を進めよう (前年度決算額) 0 千円

事項別明細書　P 192

基金繰替運用利子

予算現額 18 千円

決算額 0

翌年度繰越額 0

まちづくりの目標 5-2【行政経営】効率的で心のこもった行政経営を進めよう (前年度決算額) 0 千円

事業
区分 3 基金繰替運用利子 0 千円

192

一時借入金利子

予算現額 1,135 千円

決算額 0

翌年度繰越額 0 千円

事業
区分 2 一時借入金利子 0 千円 事項別明細書　P

その他 一般財源

1,153 0 0

（目） 2 利子

予算現額 決算額
財　　源　　内　　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 繰入金

（款） 11 公債費

（項） 1 公債費
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